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　弓削商船高等専門学校の提案と愛媛大学
柑橘学研究室のアドバイスにより、岩城島
のレモンを使ったリキュールが完成しまし
た。製造元は松山市の“桜うづまき”で、割
り水には四国カルストの天然水“ぞっこん四
国”を使っています。上島町公認のお酒で、
産学官連携による、まさに愛媛で生まれたお
酒です。
　ピンクのラベル【フルーティー】はレモン
の香り豊かでほんのり甘めの女性向。良く冷
やして食前酒としてロックかストレートで
お召し上がりください。
　グリーンのラベル【ドライ】はレモンの香
りとさっぱりした爽快感がオススメの男性
向。氷を入れたお水や炭酸水で割ってお召し
上がりください。お酒に自信がある方はロッ
クでもOKです。

　 上島町　岩城島のレモンを使った
　お酒﹁レモンリカー﹂　
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四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
を
開
催

四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会
　

　

大
会
は
、
蓬
香
川
県
町
村
会
長
の
開
会

の
こ
と
ば
の
の
ち
、
白
石
本
県
町
村
会
長

の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
別
掲
の
「
宣

言
」
を
決
定
し
た
。
次
い
で
来
賓
の
香
川

県
知
事
（
雨
雲
副
知
事
代
理
出
席
）、
香

川
県
議
会
議
長
（
五
所
野
尾
県
議
代
理
出

席
）、
藤
原
全
国
町
村
会
長
、
高
橋
全
国

町
村
議
会
議
長
会
長
及
び
常
盤
四
国
経
済

連
合
会
長
の
各
来
賓
か
ら
懇
篤
な
祝
辞
が

あ
っ
た
。

　

次
に
、
四
国
四
県
選
出
の
国
会
議
員
か

ら
の
祝
電
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
し
た
の

ち
に
議
事
に
入
り
、
本
県
中
村
砥
部
町
長

が
説
明
し
た
「
三
連
動
地
震
を
想
定
し
た

震
災
対
策
と
台
風
・
集
中
豪
雨
等
の
災
害

対
策
の
推
進
に
つ
い
て
」
な
ど
4
議
案
を
、

い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
決
定
し
、
国
の
関

係
省
庁
や
国
会
議
員
へ
提
出
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
四
国
四
県
57
町
村
か
ら

町
村
長
及
議
長
ら
約
1
1
0
人
が
出
席
。

今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
四
国
四
県
町
村

会
と
町
村
議
長
会
が
共
同
で
作
成
す
る
四

国
の
57
町
村
の
情
報
誌
「
笑
顔
満
載
ふ
る

さ
と
四
国
」
を
11
月
に
発
刊
す
る
こ
と
と

し
自
然
や
文
化
、
伝
統
芸
能
な
ど
を
四
国

各
町
村
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
議
事
終
了
後
に
出
席
者
全
員
に

よ
る
意
見
交
換
会
が
会
場
横
の
「
パ
ー
ル

ガ
ー
デ
ン
」
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
玉
井

本
県
町
村
議
長
会
長
が
閉
会
の
万
歳
三
唱

で
全
日
程
を
終
了
し
た
。

白
石
本
県
町
村
会
長　

藤
原
全
国
町
村
会
長　

　四国四県町村会と同町村議会議長会は、10月12日㈬午後2時30分から高松市の香川
県自治会館で「四国四県町村長・議長大会」を開催した。これは四県の連携をより強
化するための大会で、全国で初めての試み。



　（3）　平成23年10月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 31 号　

宣　　　　言
　四国の町村は、住民福祉の向上に全力で邁進するとともに、一次産業や地場産業の振興を通じ、安全安心な食料を
安定的に供給することや水資源の涵養など国土の保全にも努めてきた。また伝統・文化を守りながら地域が抱えてい
る多くの課題に懸命に取り組むことで個性ある地域づくりを進めてきた。
　しかしながら、高齢化や急速な人口の減少には歯止めがかからず、また回復の兆しが見えない長引く経済の不況に
より、地域経済や雇用は一層厳しさを増している。
　これまで我が国は、技術革新を通じて工業化を強力に推し進めてきたが、社会のグローバル化や情報化の進展、ま
た途上国と言われてきた国々の台頭などにより、我が国の経済・産業は大きく変化しており、経済優先の社会体制が
進展する中で地域経済は危機的な状況にある。
　一方、我が国の社会経済は成熟化し、人々の価値観・ライフスタイルが多様化する中で、時代は、人が人らしく暮
らすことができる自然と調和した持続可能な循環型社会の実現を求めるようになっている。
　四国の町村には、美しい山々や渓谷、そこから湧き立つ清流や、その清流に育まれた棚田、また多島美の瀬戸内海、
黒潮躍る太平洋など美しく豊かな自然と独自の歴史・文化に息づく地域に根ざした産業があり、そこに生きる人々の
自然と共生する暮らしぶりなど、豊かな地域資源が数多く存在している。
　これらの資源を活用し自立した地域経済を確立することとあわせ、都市とも共生しながら自然と調和した持続可能
な地域社会を創っていくことこそが、四国に住む人々はもとより日本国民の豊かさや幸せに繋がるものと確信すると
ころである。
　四国の町村が、地域の実情に根ざした持続可能な地域を創っていくには、地域に山積する多くの課題に的確に対策
できる財政基盤の充実強化が喫緊の課題である。
　我々は、政府が政策の基本として掲げる地域主権の確立、また行政需要に対応し得る財源の確保について、その確
実な推進と実現を求め、しっかりと連携し行動を起こしていかなければならない。
　四国57町村長と町村議長は、行政と議会の立場を越えて、住民が住み慣れた故郷に夢と誇りを持ち、心豊かに暮ら
していける地域づくりに、持てる限りの叡智と努力を傾注し行動していくことをここに誓うものである。
　以上、宣言する。
　　平成23年10月12日　	 　四国四県町村長・議長大会　

提案説明する中村砥部町長

意見交換会会場

大会出席者

閉会挨拶を述べる玉井本県町村議会議長会長

提　出　議　題 説　明　者
1　地域主権改革と町村の財政基盤の充実・強化について
2　三連動地震を想定した震災対策と台風・集中豪雨等の災害対策の推進について
3　「四国 8の字ネットワーク」の早期整備と本四連絡道路料金の全国一律制度化について
4　農業・林業・水産業対策の強化について

香川県　秋長正幸小豆島町議長
愛媛県　中村剛志砥部町長
徳島県　後藤正和神山町長
高知県　池田洋光中土佐町長
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全国町村長大会前後の関係団体大会・会議等予定一覧表（第４報）
平成23年10月18日現在　全国町村会行政部調べ　

月　　　日 時間 大　会　・　会　議　等 会　　場 電　話 主　　催　　者 電　　話
①10月28日㈮ 10:30 全国町村会 正副会長会 全国町村会館 03-3581-0471 全国町村会（総務部） 03-3581-0482
②10月28日金 13:30 全国町村会 政務調査会 全国町村会館 03-3581-0471 全国町村会（行政部） 03-3581-0483
③11月14日㈪ 13:00 全国過疎地域自立促進連盟第42回定期総会 ニッショーホール 03-3503-1486 全国過疎地域自立促進連盟 03-3580-3070
④11月16日㈬ 12:00 第55回町村議会議長全国大会 ＮＨＫホール 03-3465-1751 全国町村議会議長会 03-3264-8182

⑤11月24日㈭ 13:00 全国浄化槽推進市町村協議会通常総会 グランドヒル市ヶ谷 03-3268-0111 全国浄化槽推進市町村協議会 03-3635-4888
⑥11月24日㈭ 13:30 治水事業促進全国大会 砂防会館 別館 03-3261-8386 全国治水期成同盟会連合会 03-3222-6663
⑦11月25日㈮ 10:30 半島振興対策促進大会 全国町村会館 03-3581-0471 全国半島振興市町村協議会 他 03-3581-0484
⑧11月29日㈫ 11:00 土砂災害から人命と地域を守る砂防会議 砂防会館 別館 03-3261-8386 全国治水砂防協会 03-3261-8386

⑨11月29日㈫ 13:30 安全・安心の道づくりを求める全国大会（仮称） 日比谷公会堂 03-3591-6388

全国道路利用者会議
道路整備促進期成同盟会全国協議会
全国高速道路建設協議会
全国街路事業促進協議会

03-3501-5611
03-3234-1707
03-5212-9147
03-5320-5247

⑩11月29日㈫ 13:30 全国町村会 正副会長会 全国町村会館 03-3581-0471 全国町村会（総務部） 03-3581-0482
⑪11月29日㈫ 14:30 全国町村会 理事会（都道府県町村会長会議）全国町村会館 03-3581-0471 全国町村会（総務部） 03-3581-0482
★11月30日㈬ 12:00 全国町村長大会 ＮＨＫホール 03-3465-1751 全国町村会（行政部） 03-3581-0483

⑫12月１日㈭ 10:00 水産業振興・漁村活性化推進大会 全国町村会館 03-3581-0471 全国市町村水産業振興対策協議会 03-3581-0485
⑬12月１日㈭ 10:00 第56回簡易水道整備促進全国大会 砂防会館 別館 03-3261-8386 全国簡易水道協議会 03-3581-3751
⑭12月１日㈭ 10:30 全国山村振興連盟通常総会 グランドアーク半蔵門 03-3288-0111 全国山村振興連盟 03-3581-7527
⑮12月１日㈭ 13:30 国保制度改善強化全国大会 日比谷公会堂 03-3591-6388 国民健康保険中央会 03-3581-6821
⑯12月１日㈭ 14:00 全国観光地所在町村協議会総会 全国町村会館 03-3581-0471 全国観光地所在町村協議会 03-3581-0484
⑰12月２日㈮ 11:00 ダム・発電関係市町村全国協議会定例総会 全国町村会館 03-3581-0471 ダム・発電関係市町村全国協議会 03-3581-0485
⑱12月３日㈯・４日㈰ 町イチ！村イチ！2011 東京国際フォーラム 03-5221-9000 全国町村会（広報部） 03-3581-0486
※﹁⑦半島振興対策促進大会﹂の開催時間が変更になりました。（当初予定＝11：00）【第４報】
※﹁③全国過疎地域自立促進連盟第42回定期総会﹂の開催日と会場が変更になりました。（当初予定＝11月21日㈪、メルパルク東京）【第３報】
※﹁⑰ダム・発電関係市町村全国協議会定例総会﹂が追加となりました。【第２報】

 

第
４
回
全
員
連
絡
会
を
開
催

　
　
県
町
村
会

　

県
町
村
会
は
、
10
月
21
日
県
自
治
会
館

で
「
平
成
23
年
度
第
4
回
全
員
連
絡
会
」

を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
全
町
長
が
出
席
し
、
次
の
と

お
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　

白
石
会
長

3　

協　

議

　

⑴　

個
人
住
民
税
徴
収
確
保
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て

　
　
　

県
税
務
課
宇
都
宮
課
長
か
ら
内
容

説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
一
同

了
承
し
た
。

　

⑵　

市
町
に
対
す
る
相
談
・
サ
ポ
ー
ト

体
制
に
つ
い
て

　
　
　

県
市
町
振
興
課
進
課
長
か
ら
内
容

説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
一
同

了
承
し
た
。

　

⑶　

え
ひ
め
森
林
・
林
業
振
興
プ
ラ
ン

に
つ
い
て

　
　
　

県
林
業
政
策
課
須
賀
技
術
課
長
補

佐
か
ら
内
容
説
明
が
あ
り
、
協
議
の

結
果
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑷　

愛
媛
県
民
球
団
（
愛
媛
マ
ン
ダ
リ

ン
パ
イ
レ
ー
ツ
）
顧
問
就
任
の
お
願

い
に
つ
い
て

　
　
　

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
田

室
取
締
役
か
ら
内
容
説
明
が
あ
り
、

協
議
の
結
果
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑸　
「
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」へ

の
支
援
に
関
す
る
要
望（
案
）に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　
　

県
市
長
会
と
と
も
に
、
県
に
対
し

て
11
月
7
日
に
要
望
運
動
を
展
開
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
旨
の
説
明
が
あ

り
、
協
議
の
結
果
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑹　
「
平
成
23
年
度
災
害
共
済
関
係
事

業
加
入
推
進
運
動
」
並
び
に
「
学
校

等
公
共
建
物
火
災
予
防
運
動
」
の
実

施
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
内
容
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑺　

次
回
の
全
員
連
絡
会
に
つ
い
て

　
　

白
石
会
長
か
ら

　
　
　

次
回
は
愛
南
町
で
開
催
す
る
こ
と

と
し
、細
部
は
正
副
会
長
に
一
任
さ
れ

た
い
と
す
る
説
明
を
、一
同
了
承
し
た
。

4　

報　

告

　

⑴　

平
成
23
年
度
市
町
村
長
特
別
研
修

会
に
つ
い
て

　

⑵　

全
国
町
村
長
大
会
開
催
要
綱（
案
）

に
つ
い
て

　

⑶　

全
国
町
村
長
大
会
前
後
の
関
係
団

体
行
事
一
覧
表
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
資
料
に
基

づ
く
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

5　

そ
の
他

　

⑴　

え
ひ
め
移
住
交
流
促
進
協
議
会
へ

の
振
興
協
会
か
ら
の
助
成
に
つ
い
て

協
議
の
結
果
、
24
年
度
ま
で
継
続
す

る
こ
と
で
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑵　

白
石
会
長
か
ら

　
　
　

全
国
町

村
長
大
会

に
合
わ
せ

て
東
北
地

方
大
震
災

の
被
災
地

の
視
察
を

行
う
こ
と

を
諮
っ
た

結
果
、
実

施
す
る
こ

と
に
決
定

し
た
。
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財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
（
理

事
長
・
白
石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
10
月

21
日
㈮
午
前
10
時
30
分
か
ら
第
31
回
評
議

員
会
、
ま
た
、
第
73
回
理
事
会
を
午
後
1

時
30
分
か
ら
「
愛
媛
県
自
治
会
館
」
に
お

い
て
開
催
し
た
。

︻
第
31
回
評
議
員
会
︼

　

会
議
の
本
人
出
席
は
、
北
川
・
岡
野
・

藤
田
・
小
島
・
玉
尾
・
柏
原
・
栗
田
・
石

川
・
正
岡
の
各
評
議
員
及
び
白
石
理
事
長
、

渡
部
常
務
理
事
等
。

　

白
石
理
事

長
か
ら
招
集

あ
い
さ
つ
の

後
、
正
岡
評

議
員
を
議
長

に
選
出
し
、

議
事
録
署
名

人
に
小
島
評

議
員
及
び
石

川
評
議
員
の

両
名
を
指
名
。

報
告
並
び
に

議
事
に
入
り
、
次
の
議
案
を
審
議
し
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
及
び
了
承
し
、

理
事
会
に
上
程
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

◇
報　

告

　

⑴　

公
益
財
団
法
人
移
行
後
の
最
初
の

評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

○
評
議
員
の
選
任

　
　
　

髙
須
賀　

功
（
東
温
市
長
）

　
　
　

楠　
　
　

學
（
西
条
市
議
会
議
長
）

　
　
　

上
村　

俊
之
（
上
島
町
長
）

　
　
　

松
澤　

周
作
（
伊
方
町
議
会
議
長
）

　
　
　

安
田　

俊
一
（
松
山
大
学
経
済
学
部
長
）

　
　
　

柏
原　
　

準
（
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
次
長
）

　

評
議
員
会
・
理
事
会
開
く

㈶
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会　

第
15
号
議
案

財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
役
員

の
選
任
（
補
欠
）
に
つ
い
て

　

○
役
員
の
選
任

　
　
　
（
平
成
23
年
10
月
21
日
～
平
成
24
年
3
月
31
日
）

　
　

理　

事　

寺
井　

克
之

　
（
愛
媛
県
市
議
会
議
長
会
会
長

松
山
市
議
会
議
長　
　
　
　

）

　
　
　
　
　
　

玉
井　

春
鬼

　
（
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長

久
万
高
原
町
議
会
議
長　
　
　

）

第
16
号
議
案

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
収
支
補
正
予
算

（
第
1
号
）
に
つ
い
て

第
17
号
議
案

　

平
成
23
年
度
基
金
特
別
会
計
収
支
補
正

予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

第
18
号
議
案

　

財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
の
公

益
財
団
法
人
へ
の
移
行
と
同
時
に
就
任

す
る
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

理　

事　

三
好　

幹
二

　
（
愛
媛
県
市
長
会
会
長
･
西
予
市
長
）

　
　
　
　
　
　

寺
手　

克
之

　
（
愛
媛
県
市
議
会
議
長
会
会
長

松
山
市
議
会
議
長　
　
　
　

）

　
　
　
　
　
　

白
石　

勝
也

　
（
愛
媛
県
町
村
会
長
･
松
前
町
長
）

　
　
　
　
　
　

松
浦　
　

司

　
（
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
監
事

鬼
北
町
議
会
議
長　
　
　
　
　

）

　
　
　
　
　
　

松
浦　

一
悦

（
松
山
大
学
経
済
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　

渡
部　

明
忠

（
愛
媛
県
町
村
会
事
務
局
長
）

　
　

監　

事　

進　

龍
太
郎

（
愛
媛
県
総
務
部
管
理
局
市
町
振
興
課
長
）

　
　
　
　
　
　

岩
本　

明
定

（
愛
媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）

　
　
　
　
　
　

酒
井　

啓
司
（
税
理
士
）

第
19
号
議
案

公
益
財
団
法
人
移
行
に
伴
う
現
行
寄
附

行
為
か
ら
定
款
へ
の
変
更
に
つ
い
て

第
20
号
議
案

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

評
議
員
及
び
役
員
の
報
酬
に
関
す
る
規

程
の
制
定
に
つ
い
て

第
21
号
議
案

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

評
議
員
及
び
役
員
の
費
用
弁
償
に
関
す

る
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

第
22
号
議
案

公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
認
定
申
請
に

つ
い
て

︻
第
73
回
理
事
会
︼

　

会
議
の
本
人
出
席
は
、
白
石
・
三
好
・

髙
須
賀
・
中
村
・
玉
井
・
長
谷
川
・
渡
部

の
各
理
事
（
委
任
状
出
席
・
1
人
）、
進
・

岩
本
の
両
監
事
等
。

　

白
石
理
事

長
か
ら
招
集

あ
い
さ
つ
の

後
、
議
長
に

は
寄
附
行
為

第
25
条
の
規

定
に
よ
り
白

石
理
事
長
が

充
た
り
、
議

長
よ
り
開
会

を
宣
言
し
、

本
理
事
会
の

議
事
録
署
名

人
に
髙
須
賀

理
事
及
び
玉
井
理
事
の
両
名
を
指
名
。報
告

並
び
に
議
事
に
入
り
、
次
の
議
案
を
審
議

し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

◇
報　

告

　

⑴　

公
益
財
団
法
人
移
行
後
の
最
初
の

評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

⑵　

財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

の
公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
と
同
時

に
就
任
す
る
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
15
号
議
案

　

財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
評
議

員
の
選
出
に
つ
い
て

　

○
評
議
員
の
選
任
・
就
任

　
（
平
成
23
年
11
月
5
日
～
平
成
25
年
11
月
4
日
）

　
　
　

北
川　

謙
二
（
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
補
佐
）

　
　
　

岡
野　
　

昇
（
宇
和
島
市
副
市
長
）

　
　
　

藤
田　

義
規
（
西
条
市
副
市
長
）

　
　
　

小
島　

健
一
（
大
洲
市
副
市
長
）

　
　
　

玉
尾　

敏
彦
（
松
山
市
議
会
事
務
局
長
）

　
　
　

柏
原　

泰
彦
（
上
島
町
副
町
長
）

　
　
　

栗
田　

哲
志
（
松
前
町
副
町
長
）

　
　
　

石
川　

芳
洋
（
愛
南
町
副
町
長
）

　
　
　

正
岡　

修
平
（
砥
部
町
議
会
事
務
局
長
）

第
16
号
議
案

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
収
支
補
正
予
算

（
第
1
号
）
に
つ
い
て

第
17
号
議
案

　

平
成
23
年
度
基
金
特
別
会
計
収
支
補
正

予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

第
18
号
議
案

　

財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
の
公

益
財
団
法
人
へ
の
移
行
と
同
時
に
就
任

す
る
理
事
長
及
び
常
務
理
事
の
選
任
に

つ
い
て

　
　

理
事
長　
　

白
石　

勝
也

　
（
愛
媛
県
町
村
会
長
･
松
前
町
長
）

　
　

常
務
理
事　

渡
部　

明
忠

　
（
愛
媛
県
町
村
会
事
務
局
長
）

第
19
号
議
案

　

公
益
財
団
法
人
移
行
に
伴
う
現
行
寄
附

行
為
か
ら
定
款
へ
の
変
更
に
つ
い
て

第
20
号
議
案

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

評
議
員
及
び
役
員
の
報
酬
に
関
す
る
規

程
の
制
定
に
つ
い
て

第
21
号
議
案

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

評
議
員
及
び
役
員
の
費
用
弁
償
に
関
す

る
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

第
22
号
議
案

　

公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
認
定
申
請
に

つ
い
て

評　議　員　会

理　　事　　会
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会
長
に
玉
井
春
鬼
氏︵
久
万
高
原
町

議
　
　
　
長

︶を
選
出

議
長
会
第
2
回
臨
時
会 　

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
10
月
3

日
自
治
会
館
に
お
い
て
「
平
成
23
年
度
第

2
回
臨
時
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
町
議
会
議
長
が
出
席

し
、
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　
　

松
澤
副
会
長

　

 

︻
新
議
長
紹
介
︼
岡
井
松
前
町
議
長

3　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　
　

松
澤
副
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
次
の

と
お
り
指
名
し
た

　
　
　

中
島
砥
部
町
議
長

　
　
　

齋
藤
愛
南
町
議
長

4　

報　

告

　

⑴　

行
事
関
係
に
つ
い
て

　

⑵　

会
長
の
退
任
並
び
に
会
長
職
務
代

　
　

理
者
の
就
任
に
つ
い
て

　

⑶　

議
長
の
異
動
に
つ
い
て

　
　

以
上
の
三
点
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

資
料
に
基
づ
き
一
括
、説
明
が
あ
り
、一

同
了
承
。

5　

協　

議

　

⑴　

会
長
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
会
長
の
退
任
に
伴

い
補
欠
選
挙
を
行
う
も
の
で
あ
る
と

し
て
、
選
出
方
法
や
規
約
運
用
内
規

に
つ
い
て
説
明
。

　
　
　

協
議
の
結
果
、
内
規
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
に
決
定
し
、
た
だ
ち
に
休

憩
し
選
考
に
入
っ
た
。

　
　
　

選
考
の
後
に
再
開
し
、
満
場
一
致

で
玉
井
久
万
高
原
町
議
長
を
会
長
に

選
出
し
た
。

　
　
　
︿
新
会
長
﹀

　
　
　

会　

長　

玉　

井　

春　

鬼

　
　
　
　
（
上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
議
長
）

　
　
　

な
お
、
任
期
は
平
成
23
年
10
月
3

日
か
ら
平
成
25
年
6
月
2
日
ま
で
の

残
任
期
間
。

　

⑵　

平
成
23
年
度
町
村
議
会
表
彰
に
つ

い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
選
出
の
方
法
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

本
年
度
は
伊
方
町
議
会
を
推
薦
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

　

⑶　

そ
の
他

　
　

①　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議

会
議
員
に
つ
い
て

　
　

②　

㈶
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
の
理

事
並
び
に
公
益
法
人
移
行
後
の
理

会　長
玉井　春鬼 氏

町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会

本
県
か
ら
21
名
出
席

　

全
国
町
村

監
査
委
員
協

議
会
主
催
に

よ
る
「
町
村

監
査
功
労
者

表
彰
式
・
町

村
監
査
委
員

全
国
研
修
会
」
が
、
10
月
6
～
7
日
に
東

京
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
本

県
か
ら
21
名
が
参
加
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
総
務
大
臣
、
全
国
町
村

会
長
（
代
理
）
及
び
全
国
町
村
議
会
議
長

会
長
か
ら
の
祝
辞
の
後
、
監
査
委
員
と
し

て
7
年
以
上
在
職
し
功
労
の
あ
っ
た
方
65

人
、
事
務
職
員
と
し
て
10
年
以
上
在
職
し

功
労
の
あ
っ
た
方
12
人
の
合
計
77
人
が
表

彰
さ
れ
た
。

事
に
つ
い
て

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
、
選
出
の
方
法
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
協
議
の

結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た

　
　

○
現
在
の
理
事　

　
　
　

玉
井
久
万
高
原
町
議
長

　
　

○
移
行
後
の
理
事

　
　
　

松
浦
久
万
高
原
町
議
長

　
　

③　

第
55
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大

会
に
つ
い
て

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
、
本
年
度
の
大
会

要
綱
及
び
行
程
（
案
）
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
　

④　

平
成
23
年
度
第
3
回
定
例
会
に

つ
い
て

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
、
次
回
定
例
会
を

11
月
24
～
25
日
に
鬼
北
地
方
で
開

催
し
た
い
と
す
る
説
明
を
異
議
な

く
決
定
し
た
。

　
　

⑤　

平
成
23
年
度
議
長
研
修
会
（
国

際
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
）
に
つ
い
て

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
、
さ
き
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ
き
、
1
月
12

～
13
日
に
開
催
さ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
い
と
す
る
説
明
を
異

議
な
く
決
定
し
た
。

　
　

⑥　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会

に
つ
い
て

　
　

⑦　

第
52
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議

長
会
研
修
会
に
つ
い
て

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内

容
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　
　

⑧　

そ
の
他

　
　
　
　

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟

の
理
事
に
玉
井
会
長
を
選
出
し
た
。

　

引
き
続
き

開
催
さ
れ
た

全
国
研
修
会

は
、
ま
ず
、

「
地
方
自
治

の
展
望
と
課

題
」
と
題
し

て
、
読
売
新

聞
東
京
本
社

編
集
委
員
の

青
山
彰
久
氏

が
講
演
を
行

い
、
次
い
で
「
監
査
委
員
が
知
っ
て
お
き

た
い
債
権
管
理
」
と
題
し
て
、
市
町
村
ア

カ
デ
ミ
ー
客
員
教
授
の
大
塚
康
男
氏
の
講

演
が
行
わ
れ
、
1
日
目
を
終
了
。

　

2
日
目
は
、「
監
査
責
任
と
効
率
的
な
監

査
の
執
行
の
仕
方
」
と
題
し
て
、
公
認
会

計
士
の
池
田
昭
義
氏
が
講
演
。

　

最
後
に
全
国
協
議
会
副
会
長
の
上
甲
本

県
会
長
が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
て
、

研
修
会
を
終
了
し
た
。

上甲本県会長 閉会の挨拶
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

【
生
名
橋
開
通
記
念
】

◉
第
3
回

　
か
み
じ
ま
音
楽
祭
in
ゆ
げ

　
未
来
へ
の
か
け
橋

　
　
〜
か
み
じ
ま
の
元
気
を
届
け
よ
う
〜
　

上 
島 
町

　

11
月
13
日
㈰
午
前
10
時
20
分
か
ら
上
島

町
弓
削
島
に
お
い
て
、「
第
3
回
か
み
じ
ま

音
楽
祭
in
ゆ
げ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

10
時
20
分
か
ら
は
弓
削
小
学
校
体
育
館

で
、「
第
1
部 

町
民
音
楽
祭
」（
無
料
）町
内

児
童
生
徒
に
よ
る
音
楽
発
表
会
、
グ
ラ
ン

ド
に
お
い
て
各
種
バ
ザ
ー
の
出
店
、
太
鼓

演
奏
等
、15
時
か
ら
は
弓
削
体
育
館
で「
第

2
部　

葉
加
瀬
太
郎
C
o
n
c
e
r
t
」

（
有
料
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ご
家
族
皆
さ
ん
で
ぜ
ひ
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

上
島
町
企
画
政
策
課

　

☎ 

0
8
9
7
-7
7
-2
5
0
0

　

平
成
23
年
11
月
20
日
㈰
午
前
9
時
か
ら

上
島
町
岩
城
島
の
愛
媛
県
今
治
支
局
産
地

育
成
室
岩
城
駐
在
所
に
お
い
て
、「
大
収
穫

祭
！
青
い
レ
モ
ン
ま
つ
り
&
し
ま
な
み
・

か
ん
き
つ
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
1
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

 

2
0
1
1
上
島
町
産
業
ま
つ
り

集
え
！
地
域
の
技
術
と
食
文
化

◉
大
収
穫
祭
！

　
青
い
レ
モ
ン
ま
つ
り
&

　
　
し
ま
な
み・か
ん
き
つ

　
　
　
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
1　

「
し
ま
な
み
・
か
ん
き
つ
フ
ェ
ス
タ
」
で

は
実
証
圃
場
の
公
開
、技
術
セ
ミ
ナ
ー
、営

農
相
談
、
マ
ル
チ
栽
培
み
か
ん
収
穫
体
験
、

温
州
み
か
ん
の
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
、
又
、

コ
ン
ク
ー
ル
へ
出
品
し
た
ミ
カ
ン
の
即
売
、

J
A
銘
柄
産
地
別
ミ
カ
ン
の
試
食
、「
は

れ
ひ
め
」
1
0
0
%
ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲
が

行
わ
れ
、「
大
収
穫
祭
！
青
い
レ
モ
ン
ま
つ

り
」
で
は
レ
モ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、
青
い
レ

モ
ン
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
、
青
い
レ
モ
ン
カ

ク
テ
ル
講
座
な
ど
、
町
外
の
人
も
楽
し
め

る
ユ
ニ
ー
ク
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
各
種
団
体
に
よ
る
旨
い
も
ん
バ

ザ
ー
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

ご
家
族
皆
さ
ん
で
ぜ
ひ
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●お問い合わせ
　上島町産業振興課　☎ 0897-75-2500
　愛媛県今治支局産地育成室岩城駐在所　☎ 0897-75-2014
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10
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
村
上
誠
一
郎
氏
の
国
会
議
員
在

職
25
周
年
表
彰
祝
賀
会

▽
3
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
2

回
臨
時
会

▽
4
日
＝
地
方
議
会
運
営
の
実
務
検
討
委

員
会
（
5
日
ま
で
）

▽
5
日
＝
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
打
ち
合

わ
せ
、
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
幹

事
会
、
同
理
事
会

▽
6
日
＝
公
務
災
害
連
合
会
連
絡
調
整
会

議
、
平
成
23
年
度
町
村
監
査
功
労
者
表

彰
式
、
第
21
回
町
村
監
査
委
員
全
国
研

修
会
（
7
日
ま
で
）、
中
国
・
四
国
地
区

消
防
補
償
等
事
務
連
絡
会
議
、
内
外
情

勢
調
査
会
松
山
支
部
懇
談
会

▽
7
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡
調

整
会
議

▽
11
日
＝
平
成
23
年
度
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
等
全
国
研
修
会
・
事
務
説
明

会
▽
12
日
＝
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会

運
営
協
議
会
、
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会

▽
13
日
＝
第
59
回
愛
媛
県
社
会
福
祉
大
会
、

全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉｎ
え
ひ

め
（
全
体
会
）
及
び
交
流
会

▽
14
日
＝
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　　

 
地
産
の
実
り
を

　

秋
の
季
節
感
が
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
、

半
袖
姿
の
暑
さ
が
し
ぶ
と
く
残
っ
て
い
た

が
、
よ
う
や
く
と
云
う
か
、
こ
こ
の
と
こ

ろ
雲
一
つ
な
い
青
空
で
小
春
日
和
が
続
い

て
い
る
。
陰
暦
10
月
で
あ
る
こ
の
10
月
下

旬
ご
ろ
を
本
来
の
「
小
春
日
和
」
と
称
す

る
ら
し
い
が
、
す
が
す
が
し
い
時
季
で
あ

る
。『
柿
食
え
ば　

鐘
が
な
る
な
り
…
』の

柿
が
色
づ
き
、
栗
は
美
味
し
、
昔
と
違
い

サ
ツ
マ
イ
モ
も
美
味
い
季
節
。
夜
長
の
読

書
よ
り
大
い
に
野
外
で
身
体
を
動
か
し
気

持
ち
よ
い
汗
を
か
か
ね
ば
、
何
か
損
を
し

た
よ
う
な
気
に
さ
せ
る
季
節
で
も
あ
る
。

　

心
地
よ
い
小
春
日
和
の
言
葉
と
は
裏
腹

に
、
異
常
気
象
は
地
球
規
模
で
あ
る
と
今

更
で
は
な
い
が
、
タ
イ
国
バ
ン
コ
ク
市
全

域
に
な
ら
ん
と
す
る
冠
水
は
、
遠
い
国
の

災
害
で
は
な
い
。東
南
ア
ジ
ア
・
海
外
進
出

し
た
日
本
企
業
の
損
害
は
甚
大
で
、
そ
の

影
響
は
極
め
て
深
刻
で
あ
る
。
３
月
11
日

の
東
日
本
大
震
災
に
続
く
、
追
い
討
ち
打

撃
は
、
日
本
経
済
を
ま
た
ま
た
後
退
さ
せ

る
要
因
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
一
方
、
金

融
市
場
は
１
ド
ル
75
円
台
と
円
高
の
最
高

値
を
示
す
。
更
に
ユ
ー
ロ
金
融
危
機
が
影

響
し
て
円
高
の
流
れ
は
止
ま
り
そ
う
に
な

い
。
何
処
ま
で
高
値
を
更
新
す
る
の
で
あ

一

筆

ｉｎ
え
ひ
め
（
分
科
会
）

▽
16
日
＝
平
成
23
年
度
「
小
・
中
学
生
の

ふ
る
さ
と
学
習
作
品
展
」
表
彰
式

▽
17
日
＝
平
成
23
年
度
公
益
法
人
制
度
改

革
に
関
す
る
説
明
会

▽
18
日
＝
中
国
・
四
国
災
害
共
済
事
務
連

絡
会
議
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道

府
県
会
長
会

▽
19
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
被
災
町

村
視
察

▽
21
日
＝
㈶
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
評
議

員
会
及
び
理
事
会
、
平
成
23
年
度
愛
媛

地
方
税
務
協
議
会
、
愛
媛
県
町
村
会
第

4
回
全
員
連
絡
会

▽
24
日
＝
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
阻
止
参
加
！
食
・

く
ら
し
・
地
域
を
守
る
愛
媛
県
要
請
集

会
、「
人
権
侵
害
救
済
法
」
の
制
定
を
求

め
る
愛
媛
県
実
行
委
員
会
結
成
準
備
会

▽
26
日
＝
平
成
23
年
度
人
材
育
成
・
人
事

評
価
制
度
等
に
関
す
る
研
修
会

▽
27
日
＝
地
方
制
度
調
査
会
専
門
小
委
員

会
▽
28
日
＝
全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
及
び

政
務
調
査
会

▽
31
日
＝
四
国
四
県
市
町
村
振
興
協
会
事

務
連
絡
会
議
、
愛
媛
県
農
業
会
議
10
月

定
例
常
任
会
議
員
会
議
、
愛
媛
県
医
療

審
議
会

ろ
う
か
、
市
井
の
一
人
で
あ
ろ
う
と
危
惧

す
る
。
真
か
ら
「
円
」
が
信
用
さ
れ
て
の

高
値
と
は
想
え
ず
、
現
経
済
世
界
の
不
思

議
さ
、
流
れ
を
強
く
感
ず
る
。
そ
れ
に
し

て
も
「
円
」
へ
の
扱
い
が
乱
暴
で
は
な
い

か
…
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
）
へ
の
対
応
は
、
如
何
に
す
べ
き

か
参
加
決
定
日
は
近
づ
い
て
い
る
。
検
討

24
項
目
あ
る
が
、
第
一
次
産
業
の
崩
壊
を

仕
掛
け
て
は
な
ら
な
い
。
食
糧
の
自
給
確

保
と
率
の
引
き
上
げ
は
自
然
人
の
動
き
で

あ
ろ
う
。
人
々
が
安
心
安
全
に
生
活
を
営

む
た
め
の
基
本
・
基
盤
は
守
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。「
砂
漠
で
金
貨
の
袋
を
山
と
持
っ
て

い
よ
う
が
、
水
な
く
し
て
生
き
ら
れ
な
い
。

猫
に
小
判
で
あ
る
。」「
異
常
気
象
が
現
実

味
を
帯
び
て
来
た
時
代
で
も
あ
る
。
自
国

民
に
食
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
他
国
へ
農
産

物
を
高
値
で
あ
ろ
う
と
輸
出
す
る
者
は
皆

無
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
既
に
現
代
歴
史

が
明
確
に
示
し
て
い
る
。」
何
と
も
素
朴
で

あ
る
が
、
人
間
の
食
生
活
も
い
た
っ
て
簡

単
素
朴
で
あ
る
、
日
々
食
べ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
。
如
何
で
あ
ろ
う
か
…
。
い
ざ

と
云
う
時
“
方
舟
”
に
は
、定
員
は
な
か
ろ

う
と
も
全
て
皆
は
乗
れ
な
い
。
食
欲
の
秋

に
限
ら
ず
、
地
産
の
実
り
を
い
つ
ま
で
も

皆
が
食
せ
る
よ
う
願
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

�

　
（
Ｔ
）

　
「
こ
の
世
は
一
冊
の
美
し
い
書
物
で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
を
読
め
な
い
人
間
に

と
っ
て
は
、な
ん
の
役
に
も
立
た
な
い
」

　
　
　
　
（
ゴ
ル
ド
ニ
ー　

　
　

�

イ
タ
リ
ア
の
喜
劇
作
家
）


